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『道』というタイトルの詩…。元々は、一休禅師の言葉だといわれていますが、一般にはアントニオ
猪木が引退セレモニーのリング上で、ファンに送った最後のメッセージとして知られています。
田邊教授は、何か新しいことにチャレンジするとき、いつもこの詩を思い浮かべ、そして新しい道を

切り開かんとする若者に、この詩を贈ってきたそうです。
島根大学医学部内科学講座第四も、常に前向きにチャレンジすることを忘れず、ただひたすらに医師

としての『道』を進んでいこう…そういう想いを込めて、この『道』というタイトルを選びました。

～　タイトル『道』の由来について　～

この道を行けば
どうなるものか
危ぶむ無かれ
危ぶめば道はなし
踏み出せば

その一足が道となり
その一足が道となる
迷わず行けよ
行けばわかるさ

『道』
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内科学第四医局員・学内同門名簿

（2022年12月現在）

◆内科学第四
田邊　一明（医学部附属病院副病院長、教授・循環器内科診療科長）

◆循環器内科
遠藤　昭博（准教授・副診療科長）
渡邊　伸英（助教・医局長）
佐藤　寛大（助教）
大内　　武（助教・外来医長）
香川　雄三（助教・病棟医長）
山口　一人（助教）	 	
公受　伸之（医員）
川原　　洋（医員）
大嶋　丈史（医員）
森田　祐介（医員）	 	
山﨑　誠太（医員）	 	 	
川波　由佳（医員）
河野　由依（医員）
（学外）
浅沼　俊彦（島根大学客員教授）
岡田　大司（神戸市立医療センター中央市民病院）
中村　　琢（松江市立病院）	
松田　紘治（松江市立病院）
岡﨑　浩一（済生会江津総合病院）
黒田　紘章（益田赤十字病院）
山口　直人（松江市立病院）
三浦　重禎（浜田医療センター）
安田　　優（札幌心臓血管クリニック）
坂本　考弘（国立循環器病研究センター）
石倉　正大（神戸市立医療センター中央市民病院）
古志野海人（益田赤十字病院）
吉岡さゆり（心臓血管研究所付属病院）
田邊　淳也（大阪大学）
山口まどか（島根県立中央病院）
佐々木拡志（済生会江津総合病院）
村上　　慧（島根県立中央病院）

◆留学生
Haque	Rakibul（バングラディシュ）
Rasel	Miah（バングラディシュ）

◆腎臓内科
伊藤　孝史（ワーキング・イノベーションセンター准教授、診療科長）
江川　雅博（助教）
福永　昇平（助教）
芦村　龍一（医員）
園田　裕隆（医員）
星野　祐輝（医員）
糸賀　健一（医員）
（学外）
松井　浩輔（出雲市民病院）
岡　　朋大（平成記念病院）
花田　　健（松江赤十字病院）
花田　昌也（花田クリニック）
中西　宣太（のぐち内科クリニック）
吉金かおり（おおつかクリニック）
岩下　　裕（浜田医療センター）
加藤　志帆（益田赤十字病院）
山内明日香（近江八幡市立総合医療センター）
岩下　裕子（浜田医療センター）
佐藤　陽隆（島根県立中央病院）
高瀬健太郎（島根県立中央病院）
川西未波留（浜田医療センター）
大庭　雅史（松江赤十字病院）
亀井　史佳（松江赤十字病院）

◆内科学第四資料室
影山久美子
武田　　瞳
大國　視子
佐藤詩絵理

◆総合医療学講座
高橋　伸幸（教授・大田総合医育成センター）

◆検査部
吉冨　裕之（助教）

◆救命救急センター
小谷　暢啓（講師）
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2022年10月に心不全学会で奈良を訪れました

教授挨拶 内科学講座内科学第四

教授　田邊 一明

皆様には平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上
げます。2022年春以来、 大学関連でご心配をおかけする
ニュースが続きました。私たちはアカデミアの役割、医療
人として医療安全や地域医療に尽くす役割、教育者として
医師を養成する役割を担っています。アンプロフェッショ
ナルな言動や行動に厳しく対応してまいります。今後とも
ご指導よろしくお願い申し上げます。

2022年春号以降どんなイベントがあったのか思い出せな
いくらい時間が過ぎるのが早くなります。１年という時間
の感覚は年齢で変わり、５歳の子の１年は1/5、60歳の１
年は1/60と年齢と反比例するというジャネーの法則があ
ります。どおりで年々短く感じます。日記を見返しますと、
2022年６月には心リハ学会で人生初の沖縄、７月は動脈硬
化学会で久留米、８月は札幌心臓血管クリニック訪問、９
月は心臓病学会で京都、10月は心不全学会で奈良、11月は
日循地方会で山口、12月は心臓弁膜症学会で宮崎と国内出
張は新しい時代に移りました。循環器内科の新人を対象と
した神戸大学感染症内科での研修も再開させていただくこ
とができ、明けて2023年１月には海外研修としてエコー・
ハワイへの派遣も行います。一方、学会関連の会議がオン
ラインになったのは地方人には有難いことです。理事会や
委員会が２回/週開催されることもありますが、会議が東
京集合ならほとんど大学にいないということがあったので
はないかと新しい時代の恩恵を感じます。循環器内科では
MitraClipの実施のための準備も本格化しました。2022年

末にはサッカーが盛り上がりましたが、医療人として大人
数での飲食はまだできず、2023年が「ブラボー」と叫べる
年になることを願っています。

さて、今年度から島根県医師会の大学代表の理事を拝命
し、医師会報に順番で掲載する「袖師漫言」というコー
ナーの１月号を担当することとなりました。そこで書いた
漫言「サッカー・ワールドカップ」を流用します。４年に
一度の思いを綴りました。

2023年１月を迎えます。皆様、よい年をお迎えのことと
思います。22年末にカタールで開催されたワールドカッ
プ（W杯）は日本が予選リーグでドイツ、スペインに勝つ
という「ドーハの歓喜」を体験させてもらいました。私が
サッカーを始めたのは中学からですが、中学時代は仲間に
恵まれ、３年生時に全国中学選手権に出場することができ
ました。出場選手には後の日本代表となる選手もおり、以
来、同学年が活躍する日本代表を応援してきました。世界
に同学年はアルゼンチンのディエゴ・マラドーナ選手がい
ました。中学２年生の74年西ドイツW杯が初めて映像で
見る世界のサッカーで、オランダのヨハン・クライフ選手
に衝撃を受けました。W杯総集編をNHKで放映すると楽
しみにしておりましたら、番組がローカルの国体水泳島根
県予選に変わってひどく落胆したのを覚えています。サッ
カーの注目度の低い時代でした。78年アルゼンチンW杯
は高校３年生の夏で、決勝は夜中の衛星中継でアルゼンチ
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2022年10月 MitraClipの準備が本格化しました 2022年11月日本循環器学会中国地方会（山口市）

医局報〜秋号〜に寄せて

腎臓内科　診療科長・診療教授 ／ ワーキング・イノベーションセンター　准教授・センター長 ／ 血液浄化治療部長

伊藤 孝史

令和４年度上半期も新型コロナウイルス感染症に振り回
され、やっと第７波が落ち着いてきたと思ったら、第８波
が押し寄せ、さらにはインフルエンザも流行するとのこと
で、気の休まる時がありません。早く落ち着いて、またみ
なさんとお目にかかれる日がくることを願うばかりです。

令和４年度上半期の腎臓内科の活動報告をさせていただ
きます。

令和２年度島根大学卒業の糸賀健一先生が入局し、２年
連続で入局者があり腎臓内科も勢いを増しています。昨年

度の亀井史佳先生同様、松江赤十字病院で２年間初期研修
をしてからの腎臓内科選択です。

島根大学内の業務としては、腎炎に対する腎生検等は従
来通りで、バスキュラーアクセスの造設やシャントPTA
の入院も順調に伸びています。血液浄化治療部業務や腎移
植医療は、泌尿器科と連携し進めています。

学生教育に関しては、徐々に病棟・外来実習も対面形式
で行えるようになってきており、また腎臓内科の楽しさや
我々の熱い気持ちを伝えられるようになってきました。

ンの優勝を見届けました。日本はアジア一次予選敗退で、
当時の日本はW杯よりもオリンピックを優先する時代でし
た。医学生時代はサッカー部でサッカー中心の日々を送っ
ておりました。82年スペインW杯は放映された試合や総
集編をビデオ録画し、 仲間と擦り切れるほど見返しまし
た。日本はW杯には遠く、プロ化が望まれていました。学
生時代は出雲から寝台特急に乗って国立競技場に日本代表
を応援に行きましたが、クラブチームでやってきたクライ
フ選手やマラドーナ選手を直接見ることができました。86
年メキシコＷ杯は医師になって２年目でした。日本が初め
てアジア最終予選まで行き、その時代がいずれ来る、と予
感させてくれました。90年イタリアW杯のアジア予選は
一次予選敗退。 プロ化が動き出し、91年にJリーグ設立、
93年開幕を迎えます。そのタイミングが94年アメリカW
杯のアジア予選、「ドーハの悲劇」でした。日本はこれか
ら強くなると信じて４年を過ごしました。そして98年フ

ランスW杯は「ジョホールバルの歓喜」で日本はＷ杯初出
場。アメリカ留学中で予選の放映は見られませんので、イ
ランとのプレーオフは弟に国際電話で経過を伝えてもらい
ました。延長の岡野選手のゴールがどんなゴールかわかり
ませんでしたが「やったー」という弟の言葉に涙が溢れま
した。フランスW杯の試合はアメリカでも中継があり、予
選リーグ３敗でしたが、壁を超えた世界が見えた気がしま
した。02年が日韓W杯で決勝トーナメントのブラジル対
ベルギー戦を神戸でＷ杯としては初めて生で観戦できまし
た。06年ドイツ、10年南アフリカ、14年ブラジル、18年
ロシア、22年カタールとアジアの出場枠が増えたこともあ
りますが、日本のW杯出場は当たり前になり、全試合が中
継で観戦できる時代になりました。できることなら次の４
年を生き延びて、カナダ、アメリカ、メキシコで開催予定
のW杯でまたワクワクしたいと願っています。
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バスキュラーアクセス手術

学会活動では、第38回日本医工学治療学会は5/14-15に道
後山の手ホテルを会場に現地開催で１演題、第65回日本腎
臓学会学術総会は6/10-12に神戸国際会議場を会場にハイブ
リッド開催で２演題、第67回日本透析医学会学術集会・総
会は7/1-3にパシフィコ横浜を会場にハイブリッド開催で５
演題、第43回日本アフェレス学会学術大会は11/11-12にホ

テル日航金沢を会場にハイブリッド開催で１演題、第52回
日本腎臓学会西部学術大会は11/18-19に熊本城ホールを会場
にハイブリッド開催で３演題、第28回日本腹膜透析医学会
は岡山コンベンションセンターを会場にハイブリッド開催
で１演題、第34回日本老年医学会中国地方会は12/11に米子
コンベンションセンターを会場に現地開催で１演題、第31
回中国腎不全研究会は12/18に広島国際会議場を会場に現地
開催で５演題発表しました。コロナ禍ではありますが、今
後も積極的に学会発表をしていきたいと考えています。

CKD啓発活動では、 毎年秋に行っている市民公開講座 
慢性腎臓病（CKD）対策は今年度も開催することができま
せんでした。今後は徐々にCKDの普及啓発、診療連携体制
の構築を進めていかなければならないと考えています。

島根大学医学部附属病院では、腎臓内科の教授選考が行
われ、令和５年１月から神田武志先生（慶應大学1997年卒）
が教授として赴任されますので、よろしくお願い申し上げ
ます。今後も山陰での腎臓病診療を支え、そして全国、世
界に発信できる仕事ができるように頑張っていく所存です
ので、ご指導ご鞭撻の程、何卒宜しくお願い申し上げます。

新入医局員 挨拶 循環器内科 

公受 伸之

同門の皆さん、ご無沙汰しています。５期生の公受です。
令和４年７月より島根大学医学部附属病院に勤務すること
となりました。60歳の定年を迎え今後の身の振り方を思案
していたところ、田邊先生から「学生教育をしてみないか」
と声をかけていただきました。「今更、何を大学でするの
か」との思いもありましたが、丁度私の高校の友人（医師
でない）が定年後に地元の大学で後進の育成に携わること
にしたとの連絡も刺激となり、これも縁かと思うに至りま
した。13年ぶりの医局での生活は非常に刺激的で、大学な
らではの多彩な疾患やTAVIを始めとする最先端の循環器
治療（MitraClipに向けても準備中）、そしてアグレッシブ
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神戸大学感染症内科研修報告 循環器内科 

川波 由佳

や診察からとらえた変化に対して、それが感染症によるも
のなのかの判断ができることが必要で、そのためには、感
染症以外にも薬や内科疾患を広く理解している必要がある
と感じました。この１ヶ月間の研修では、感染症診療の基
本だけでなく一般内科としても色々勉強させていただき、
学んだことを今後の診療でも意識していこうと思います。

感染症内科の先生方は個性にあふれ、優しく、丁寧に指
導していただきました。それぞれ多彩な趣味をお持ちで、
空き時間には御飯がおいしいところ、景色がきれいなとこ
ろはもちろん、有名な神社、きれいな粘菌など教えていた
だき、休日にはそれらを巡って楽しむことができました。
粘菌、あまり知らなかったのですが、見ていて飽きない美
しさがあり、はまりそうです。これまで関西にはあまり縁
がありませんでしたが、神戸は様々な異文化が混ざり合い
ながらも上品な雰囲気が印象的で、バランスの良い住みや
すい土地だと感じました。

Covid19感染症の流行でお忙しい中、勉強させていただ
く機会をいただき、田邊先生、岩田先生、神戸大学感染症
内科の先生方や事務の方々に感謝しております。ありがと
うございました。

2022年８月に１ヶ月間、神戸大学感染症内科で研修させ
ていただきましたので報告します。毎朝の出勤は、暑い中、
坂道を上がるところから始まります。出身は福岡ですが、
身体はすっかり島根に馴染み、神戸の夏の日差しは応えま
した。

他科からコンサルトを受け、フェローに指導を仰ぎなが
ら診察や治療方針の検討を行い、毎日カンファレンスで症
例を提示し、上級医からの指導を通じて感染症診療の考え
方を勉強させていただきました。的確でスピード感のある
カンファレンスが印象的で日々刺激的でした。治療対象が
生物であるためか、治療の反応や方法も症例によって違い
が大きく、普段の内科診療よりも先が予想しにくい印象で
した。感染症診療においては、日々の変化を細かく捉え、
逐一対応していく姿勢が大事だと感じました。また、検査

な医局員の仕事ぶりに触れる毎日です。
私の仕事としては３つのことになります。まず一つ目は

学生教育、特にBedside Teachingです。2010年、アメリ
カの「外国医学部卒業生のための教育委員会」は外国の医
学部卒業生が2023年以降にアメリカで医療行為を行う申
請要件として、母校が国際基準に沿った医学教育分野別評
価で適格認定されていることを提示しました。つまり認定
大学医学部の卒業生にのみ米国医師国家試験の受験資格が
与えられるのです。これを受け日本医学教育評価機構が設
置され、2017年に各大学の評価が行われました。その結果、
これまでの座学や見学中心の臨床実習から診療参加型実習
への転換が提言されました。新型コロナ感染の広がりによ
り学生は教育機会を大きく損なうこととなっている中、重
要な仕事であろうと理解しています。特に循環器病学から
みて重要な問診・理学所見・思考過程を学べる患者をピッ
クアップし、毎日１時間程度のミニ回診を行い学生に考え

させることを目標にしています。
二つ目は、これまで取り組んでいたオスラー病外来を継

続することです。最近では紹介患者が乏しく、改めて住民
対象にいろいろなメディアを通じて啓発活動を強化してい
ます。早期発見と治療が極めて重要な疾患であり、希少疾
患の専門医が少ない中、大学病院にいる限りは継続すべき
と考えています。

三つ目は個人的な興味ですが、漢方についての知識と経
験を深めたいと思っています。医師として漢方の世界を知
らずして終われないという不思議な魅力を感じています。
田邊先生のご配慮もあり、2022年８月〜10月千葉大学和
漢診療学講座で研修を行うことができました。全国的にも
大学病院や大病院に漢方外来・センターが増加しており、
潜在的ニーズは大きいものと思います。12月からは大学病
院漢方外来にも参加することとなりました。今後ともよろ
しくお願いいたします。
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た慢性腎臓病の高齢女性．第31回中国腎不全研究会．2022.12.18、広島
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島根心・腎・血管研究会

2022年11月12日に島根心・腎・血管研究会を開催しま
した。昨年の全面オンラインから今年は出雲市民会館とオ
ンラインのハイブリット開催となりました。会場と合わせ
て50名以上の参加で直接顔が見えないのは残念でしたが、
つながりを感じることのできる時間でした。

一般演題は循環器内科の河野由依先生、腎臓内科の糸賀
健一先生に発表していただきました。特別講演として若い
研究者にスポットライトを当て、現在大阪大学循環器内科
重症心不全・移植専攻医プログラムで研修中の田邊淳也先
生、そして大阪大学で臨床研究に携わって来られたた腎臓
内科・芦村龍一先生に講演をしていただきました。田邊先
生は2021年４月から１年間済生会江津総合病院に勤務し、
江津心不全レジストリを立ち上げられました。そのデータ
解析を中心に「超高齢心不全を考える〜済生会江津総合病

院での心不全観察研究から学ぶ」の演題でガイドライン治
療のエビデンスのない超高齢者の心不全診療に一石を投じ
ました。短期間で多職種チームを作り、環境を整備された
ことには感心させられました。

芦村先生からは「大阪大学での臨床研究の学び〜慢性腎
臓病の疫学研究を中心に」の演題で、大阪大学で取り組ん
だ３つの疫学研究をまとめられたデータをについて教えて
いただき、さらには論文の読み方、そこから導き出される
論文作成の“お作法”を教えていただきました。田邊先生、
芦村先生お二人の講演からcutting edgeを生きる研究者の
研ぎ澄まされた感性に触れることができました。 これか
らそんな世界を歩く若い先生方には歩く先の目標であり、
尖ったお二人の講演は前のめりになる、ワクワクする講演
でした。
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学会報告 田邊 一明

第70回 日本心臓病学会学術集会
2022年９月23日〜25日京都市で開催されました。発表

予定で京都に入った森田祐介先生が京都でコロナ陽性とな
り、そのまま京都で療養生活を送ることになるという気の
毒な状況でした。そんなコロナ禍での現地開催でしたが、
多くの参加者で学会は盛り上がりました。旧知の先生方と
会うのも新鮮であり、思わずお互いに肩をたたいてうれし
い再会がたくさんありました。演者の先生方は、自分のパ
ソコンに向かって話すのと違って実際に登壇し、人前で話
すことで「緊張した」という言葉が聞かれ、これからの名
演者を育てていくうえで重要なことだと思いました。

第12回 日本心臓弁膜症学会
2022年12月16日、17日宮崎のシーガイアで開催されま

した。３年ぶりの現地開催で、一つの会場で心臓外科医と
循環器内科医が熱く議論できる場が戻ってきました。

僧帽弁、大動脈弁、三尖弁の今の世界を知り、CTが切
り拓く弁膜症の新しい画像の世界も見せてもらいました。

「Barlow症候群の病態に迫る」では私もコメンテーターと
して参加させていただきました。壇上のソファに座って議
論するのはヨーロッパスタイルだそうですが、名手たちに
囲まれて幸せな時間でした。産業医科大学・尾辻豊先生の
特別講演は僧帽弁逸脱とBarlow症候群（尾辻先生はあえ
て弁尖・弁輪拡張症と言われます）の病態の違いに迫る科
学的な考察で勉強になり、尾辻先生の集大成として感激し
ました。 ポスター発表で参加した川波先生も一つの会場
で繰り広げられる議論に新しい世界を発見したようです。
尾辻先生と記念写真を撮る機会にも恵まれ、アットホーム
な学会のしかも現地開催の恩恵を得ました。一流のそばに
いる機会が自分のレベルを上げてくれると思います。ポス
ターには獣医の先生方の発表もあり、小型犬には僧帽弁閉
鎖不全症が多いそうで、人間と同じように形成術をされる
そうで驚きでした。現地開催の学会はやっぱり素晴らしい。
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同門会長挨拶

令和４年の年末を迎えて

Echo Heart Izumo 2022を開催して
2022年11月５日、出雲大社が神在りの期間に14回目を

迎えるEcho Heart Izumoを開催しました。３年連続オン
ラインの講義形式の開催となりましたが、大阪大学・坂田
泰史教授、兵庫県立がんセンター・福田優子先生は発信会
場の出雲ニューウェルシティに来ていただくことができ、
生の講演の迫力はもちろんのこと、オンラインではできな
い周辺の情報交換をすることができました。 浅沼俊彦先
生、島根大学医学部小児科・安田謙二先生も合わせて４人
の講師の先生方にお一人40分の講演時間でたっぷりと講
演していただきました。浅沼先生には「左室壁運動評価・
左室収縮能評価の基本」、福田先生には「抗がん剤治療と
心エコ－検査」、安田先生には「成人先天性心疾患と心エ
コー検査のポイント」、坂田先生には「重症心不全におけ
るDestination therapy時代の心エコー検査」という学会で
もそれぞれ一つのセッションができるような重要なテーマ
で知識を深めることができたと思います。

肌寒さが増してきた今日この頃ですが、同門会の皆様に
は益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。またこれから
起こりうる新型コロナウイルス感染症第８波と季節型イン
フルエンザの同時流行の懸念で忙しくストレスが多く気
が休まることがない日々をお過ごしのこととご察し致しま
す。どうかご自愛くださいますようお願いいたします。

さて、令和４年11月12日には恒例の島根心腎血管研究
会が対面とWEBでのハイブリッド方式で行われ、活発な
質疑応答がありました。引き続き同門会総会も同様にハイ
ブリッド方式で行い、多くの同門会の先生方にご参加いた
だきましたことを改めて感謝申し上げます。今年こそは同
門会総会を完全対面式で行いたいと会場予約など準備して
おりましたが、今回も果たせず大変残念でした。今後の感
染状況が改善し、来年度の同門会総会が以前のように行う

ことができるようになることを願ってやみません。
翌11月13日には少人数ではありましたが田邊杯ゴルフコ

ンペが開催され、小ぶりだった雨はスタートとともに止み、
表彰式が始まったとたんに暴風雨となるという雨雲を味方
にしたような恵まれたコンペとなりました。ゴルフ幹事で
ある井上副会長のご尽力の賜物と感謝し、併せて来年の田
邊杯コンペが盛大に行われることを祈念しております。

令和５年の同門会総会の日程はまだ決まっておりません
が、詳細が決まり次第同門会の皆様にはご案内させていた
だきます。ご案内が届きましたら、多数の皆様のご参加を
どうかよろしくお願い申し上げます。

これからも井上副会長とともに医局の発展のために微力
ながら全力でサポートしていく所存です。今後とも皆様の
ご支援ご協力のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

佐藤内科クリニック  佐藤 秀俊
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令和４年11月13日、第26回田邊杯ゴルフコンペがいず
も大社カントリークラブで開催されました。直前での開催
決定、また大雨の予報にも関わらず多くの先生方にご参加
を頂きました。

前回は３年ぶりのゴルフに多くの先生がスコアメイクに
苦労されていました。しかし、今回は強風の悪条件を感じ
させないハイレベルの戦いとなりました。結果は、実力者
の後藤泰利先生が81という素晴らしいスコアで優勝され
ました。ドラコンは森田祐介先生、井上、ニアピンは田邊
一明先生、佐藤秀俊先生、佐藤寛大先生、古志野海人先生
が獲得されました。11月に留学から戻られたばかりの佐
藤寛大先生はブランクを感じさせない迫力のスイングに加
え、コンペを大いに盛り上げて下さいました。

また、川波由佳先生は前回の168から一気に30打縮める
スコアを出し、その才能に皆が期待しているところです。
ご参加の先生方、有意義で楽しい時間をありがとうござい
ました。次回は令和５年６月11日（日）に開催予定です。
多くの先生方のご参加をお待ちしております。

第26回第四内科田邊杯ゴルフコンペ結果報告
同門会ゴルフ幹事   井上 慎一

順位 競技者名 out in GROSS HDCP NET
優　勝 後藤　泰利 39 42 81 6 75
準優勝 井上　慎一 47 45 92 16.8 75.2
３位 古志野海人 51 59 110 32.4 77.6
４位 佐藤　秀俊 59 56 115 37.2 77.8
５位 佐藤　寛大 52 51 103 25.2 77.8
６位 森田　祐介 52 49 101 22.8 78.2
７位 田邊　一明 53 52 105 24 81
８位 波多野　淳 58 60 118 36 82
９位 川波　由佳 68 70 138 43.2 94.8
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私はこれまで神戸に行きつけの理髪店があり、行ける機会を見つけて行っていました（何

も言わなくてもいつもの髪型になる）。しかしコロナ以降、散髪難民となってしまいました。

2022年夏になり、移動の制限もなくなり、これを機会に新しい理容室を見つけようと探して

いますと、神戸三宮で「お席の正面には鏡がない」メンズ美容の言葉に惹かれ、予約をして行っ

てみました。若い人がおしゃれな髪型にするお店のようでしたが、ビル６階の窓から外の景

色を眺めながら、自分がどんな髪型になっているのかわからないまま若い店員のハサミが軽

やかに動いていきます。最後に大きな鏡の前に移動して「いかがでしょうか」と確認される

のですが、他人には変化もわからない、興味もないことながら、自然と心躍る気分になります。

終わると飲み物を出してくれるスペースがあり、何気なく見ているとサインに「ヴィッセ

ル！」とあるではないですか。「ヴィッセル神戸の選手たちが練習終わりに来てくれます」

と店員。No.10 が大迫選手です。カタールにも「半端ない」大迫選手が必要だったのではな

いかと個人的には思います。さすがにイニエスタ選手は来ないそうです。心躍る瞬間を見つ

けていきましょう。                                                                           　　　　    （田邊）

島根大学医学部内科学講座内科学第四

〒693-8501 島根県出雲市塩冶町89-1
電話（0853）20-2206（医局資料室ダイヤルイン）

Fax（0853）20-2201（医局資料室）
循環器内科ホットライン　070-5672-8109

URL: https://www.med.shimane-u.ac.jp/internal_med4/index.html

循環器内科・腎臓内科

編 集 後 記
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